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今月の表紙

大崎俳句会

　今月の表紙は、今年で３回目を迎えた『参代目お
おさき福男福女選び』で１番福になった方々です。
　今年は97名が参加し、かごしま屋から都萬神社ま
での約350ｍを猪突猛進の勢いで駆け抜けました。
　詳しい内容は、広報おおさき２月号で掲載する予
定ですので、ぜひご覧ください！
　本年も『広報おおさき』をどうぞよろしくお願いい
たします。

（平成31年１月５日撮影）

今
年
は
４
名
が
一
番
福
に

　1970年代から1980年代を中心に多くの日本人が北朝鮮当局
に拉致されました。
　現在17人が政府により拉致被害者として認定されています
が他にも、拉致された疑いのある「特定失踪者」の方々も多く
おられます。
　県では、毎年12月10日から16日までを「北朝鮮人権侵害問題
啓発週間」とし、広報媒体を活用し、県民の関心と認識を深め
るために様々な行動を行いました。
　また、町でも「人権フェスタ」に併せ、写真パネル展示等を
行いました。
　拉致問題を風化させず、すべての拉致被害者の1日も早い帰
国を願い、関心を持ち続けることが大事です。

～ 北朝鮮当局による拉致問題 ～

人権 啓発シリーズ
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